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ニュースレター【事務局情報】   

北見居合道連盟 初抜会！ 

北見居合道連盟は 1月 12日（日）北見市武道館「道

場 3」で「初抜き会」を行いました。初めに、参

加者一人一人が神前に進み「鏡開き」を行った後、

新たな年の躍進を祈念して演武を奉納しました。

初抜き会に初めて参加した小野由佳さんは現在北

見工大の 1 年生、居合を初めて約半年、以前から

興味があった居合道、北見居合道連盟が北見市武

道館で稽古していることを知って入会。「居合はめ

っちゃ楽しい」と熱中しています。「初抜

き会」終了後令和 7 年度総会を開き、 令

和 6 年度事業報告・決算、役員改選、 令

和 7年度事業計画・予算が審議されました。

山内正会長は「会員が増えてくれることは

うれしい」と述べるとともに、今後も会員

募集活動を継続すると共に積極的に全道

大会や各種大会に参加する方針を伝えて

くれました。〈佐藤〉 

事務所の花シリーズ 

「アンスリウム」  

北見市武道館正面玄関

のアンスリウムを株分けした

新しいものに取り替えました。

〈渋谷〉 

連載 中国「老子」の思想  七十章 身にはボロを、ふところには玉を 

わたしは、だれにでも理解でき、実行できる説しかとなえない。にもかかわらず、理解でき

る者もなく、実行できる者もないのは、なぜか。およそ、いかなる意見にせよ行為にせよ、それぞれに基本原理

をもつものだ。ところが人々 には、その原理をつかもうとする意志がない。わたしの説を理解できない唯一の理由は、ここ

にある。そもそも、理解する者がいないという事実が、わたしの説の貴重さを示している。身にはボロをまとい、

ふところには玉を抱く。聖人とは、そういうものである。原文：吾言甚易知、甚易行。天下莫能知、莫能行。言有宗、事有君。

夫唯無知、是以不我知。知我者希、則我者貴。是以聖人、被褐而懷玉。七十一章に続く 
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